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自動車教習所と作業療法士が連携を深め、
熊本県内で運転復帰支援環境の輪を拡げる
Hondaは「より多くの人にクルマを操る楽しみを提供したい」「交通社会に参加す
るすべての人の安全を守りたい」という理念のもと、お身体が不自由な方々の交通
社会復帰に向けた安全な移動手段の確保のために教育機会を提供している。さらに、
各地域が自立して運転復帰プロセスを構築できるように、自動車教習所や病院施設
などを支援している。昨年の沖縄県に続き、今回は熊本県における自動車教習所と
作業療法士の連携に向けた取り組みについて紹介する。
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SJ ホームページは　　ホンダ　SJ　　　検索

08-09 2018
AUG.SEP.

運転の再開に向けた相談や
評価を行う環境づくりをめざして

高次脳機能障がいなどの方々が運転を再開できるかど
うかの評価には、実車による運転評価が効果的である
と考えられている。しかし、病院施設や自動車教習所
においては共通の基準、評価手法、訓練ノウハウなど
がないといった課題がある。このような課題を解決し、
高次脳機能障がいなどの方々の運転再開支援とともに
道路交通の安全確保も推進していくためには、自動車
教習所と作業療法士の相互理解と連携が必要不可欠と
いえるだろう。
Hondaは熊本県内で自動車教習所と病院施設との連携
を支援するため、（一社）熊本県指定自動車教習所協会
と（一社）熊本県作業療法士会に「障がい者（おもに
高次脳機能障がい）の自動車運転能力評価環境充実に
向けた合同講習会（以下、合同講習会）」の共催をはた
らきかけ、6月 10日に開催された。
熊本県指定自動車教習所協会専務理事 佐藤正泉さんは
「高次脳機能障がいからリハビリを経て運転を再開した
いという相談が増えていますが、教習所側に高次脳機
能障がいに関する理解が進んでいませんし、対応する
ためのプログラムも整っていないのが現状です。合同
講習会をきっかけに、まず一歩を踏み出そうと考えま
した」と話す。一方、熊本県作業療法士会会長 内田正
剛さんは「私たち作業療法士が受け持つ領域は対象と
なる方に必要な生活行為を保証することです。自動車
運転も、その方の活動や社会参加をサポートするため
に必要な行為ととらえています。『運転と作業療法』や
『運転免許制度』に関して、もっと勉強していく必要が
あると考えていたので、この合同講習会を実現できた
ことはありがたいと思っています」と開催の意義を語
る。

双方が持っている情報を共有し、
連携に向けての課題を探る

合同講習会の会場となった菊陽自動車学校（熊本県菊
陽町）には、熊本県内の15の自動車教習所と45の病
院施設から教習指導員等31人、作業療法士等45人が
集まった。まず、熊本県作業療法士会保健福祉部理事 
今田吉彦さんが「病院施設における自動車運転相談の
現状と課題」を説明。高次脳機能障がいの症状の特徴
や回復までの経過、病院施設で行っている検査内容を
紹介した。次に、熊本県指定自動車教習所協会講習課
長 安永順治さんが「一定の病気に関する免許手続きの

パイロンスラロームなどで複数の課題（指定された速度を維持しているか、
適切なハンドル操作ができているかなど）を同時に遂行できる能力を評価

合同講習会では、教習指導員と作業療法士が病院施設での運転の再開に向けた評
価・訓練の実態や、自動車教習所の受け入れ体制などについて情報や意見を交換
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バイクに乗る体験を通じて
親子の絆を深めてもらう

法的内容」について解説。法律で定められた運転免許制
度の仕組み、一定の病気がある場合の免許更新の条件や
申請の流れを伝えた。
この後、作業療法士が患者役となり、教習指導員が助手
席に同乗してHonda が開発した「自操安全運転プログ
ラム（以下、自操プログラム）」を体験。このプログラ
ムは、実車運転時における現状の把握、そこから見えた
課題に対する訓練を目的としてHonda の交通教育セン
ターで実施している。体験で使用する車両には、手でア
クセルとブレーキを操作する補助装置や、左手・左足だ
けでハンドル、アクセル、ブレーキを操作する補助装置
が付けられている。講師を務めた交通教育センターレイ

ンボー熊本の黒澤明良インストラクターはパイロンスラ
ロームなどの課題を通じて、指定された速度を維持して
いるか、適切なハンドル操作ができているかなど、その
方の現状をまず把握することがポイントであると教習指
導員と作業療法士に説明した。最後に、地域ごとのグルー
プに分かれ、病院施設での運転の再開に向けた評価・訓
練の実態や、自動車教習所の受け入れ体制などについて
情報や意見を交換するなど、双方が交流する場も設けら
れた。参加者からは「教習所の考え方や受け入れ体制を
学ぶことができた」「講習会の開催回数を増やし、意識
改革を図る必要がある」といった声が聞かれた。
熊本県作業療法士会の内田さんは「生活行為をみる私た

ちと、運転のプロである教習所が連携を深め、事例を
つくっていくことはたいへん意義があります。さらに、
事例を積み上げて実績にしていくことで今後、行政の
協力も得られるようになると思います」という。熊本
県指定自動車教習所協会の佐藤さんは「今回は教習指
導員だけでなく、教習所の管理者も多数参加しており、
それだけ関心が高まっているといえるでしょう。県内
を4つのブロックに分けているので、各々で受け入れ
体制を整備したいと考えています。熊本県作業療法士
会との連携をさらに深め、取り組んでいきたい」と語っ
た。今後、県全体、さらに地域単位でも連携が進んで
いくことが期待される。

「親子でバイクを楽しむ会（以下、親子バイク）」は
Hondaのバイクのスクールの1つで、バイクに乗る体
験を通じて親子の絆を深めてもらうことを目的としてい
る。保護者が先生となり、バイクの操作方法や楽しさだ
けでなく、ルールやマナーの大切さを子どもに伝える。
参加資格は自動二輪免許（小型以上）を保有している保
護者とその子ども（自転車に乗れる小学生）。親子バイ
クを開催している鈴鹿サーキット交通教育センターの平
井真所長は「小学生の時にバイクの楽しさを知っても
らっても、中学生以降は16歳で免許を取得するまでバ
イクに乗る機会がなくなってしまいます。継続してバイ
クを楽しめる機会を提供しようと、小学生の時に親子バ
イクの受講経験がある中学生も受け入れることにしまし
た」と説明する。
7月14日、鈴鹿サーキット交通教育センターで親子バ
イクが開催され、中学生を含む11組の親子が受講した。
この日はセカンドステージ（エンジョイコース）。子ど
もたちはファーストステージ（親子で入門コース）を経
験しており、1人でバイクの操作ができるようになって
いる。オリエンテーションでは、子どもたちがその日の
目標を一人ひとり発表し、インストラクターが「人の話

をよく聞く」「自分のことは自分でする」「人に迷惑をか
けない」という3つの約束を再確認。その後、コースに
出て、トレーニングが始まる。親子でブレーキングやパ
イロンスラロームといった課題に取り組む。

スクールによって
親子の信頼関係が強まる

小学1年生の時から受講している岩﨑颯馬さん（中1）
は一番身近にいる人にバイクの運転を教えてもらえるこ
とがうれしいという。「50ccからスタートして、今は
クラッチ操作が必要な125ccのバイクを運転できるよ
うになりました。これも父の指導のおかげです」。父親
の篤さんは「普段の生活とは違う環境の中で親子の絆を
築くことができますし、どのように伝えたら、子どもが
納得してくれるのか考えることも親として勉強になりま
す」と話す。
参加者の今井聡さんは「安全が確保された場所でバイク
の運転操作を学べることが親子バイクの魅力です」と話
す。息子の翼さん（中1）は「最初は言われたことをそ
のままやることで精一杯でしたが、最近では自分で考え
てコースに合わせた操作ができるようになりました」と
小学4年生での初受講からの成長を実感している。
今回が2回目となる吉田誠さんは「バイクが好きな人な
ら、一度は子どもとツーリングをしたいと思うはずです。

（一社）熊本県指定自動車教習所協会専務理事 佐藤正泉さん（左）、（一社）熊
本県作業療法士会会長 内田正剛さん（右）

親子バイクはそれが少しだけ叶えられる場所であり、す
ばらしいことだと思っています」と話す。娘の愛菜さん
（中1）は「バイクに興味はありましたが、一人では参
加する気にはならなかったと思います。始まる前は緊張
しましたが、父がそばにいてくれるという安心感があり、
楽しい気持ちになれます」という。
今回が44回目の受講になるという塩原肇さんは「子ど
もがバイクを扱うことによって、バイクの立場が理解で
き、日頃の生活の中での交通安全にもつながります」と
話す。息子の惺さん（中1）も「ここで身につけたこと
は、日頃利用している自転車の安全運転にも役立ってい
ますし、将来、運転免許を取る時にも活かせると思いま
す」という。
このように、バイクに乗る体験を通じて参加した親子の
絆はさらに深まったといえるだろう。信頼関係を築きな
がら、保護者が教えることによって、子どもの安全に対
する意識も高まっていくのである。

保護者が先生となり、子どもの運転を観察した後、アドバイスを伝える

パイロンスラロームでは保護者が追走して、子どもの運転の様子を観察 直線を保護者と並走し、目標となるパイロンに合わせて停止する練習 セカンドステージでは交通教育センターのコースを離れ、鈴鹿サーキット内を
走行。親子でのツーリング気分が味わえる

㝔タ

⚄⤒ᚰ⌮Ꮫⓗ᳨ᰝ

㐠㌿චチ䝉䞁䝍䞊

⮫㐺ᛶ┦ㄯ

㏻ᩍ⫱䝉䞁䝍䞊

⮬ື㌴ᩍ⩦ᡤ

䝅䝭䝳䝺䞊䝍䞊䛻䜘䜛
ホ౯䞉カ⦎

ᐇ㌴䛻䜘䜛
ホ౯䞉カ⦎

⮫㐺ᛶ᳨ᰝ

㐠㌿චチ䝉䞁䝍䞊

㐠㌿ᖐ䜈

⮬᧯Ᏻ㐠㌿䝥䝻䜾䝷䝮䝸䝝䝡䝸䝔䞊䝅䝵䞁ྥ䛡㐠㌿⬟ຊホ౯䝃䝫䞊䝖䝋䝣䝖

Honda 㐠㌿ᖐ䝥䝻䜾䝷䝮
ヲ⣽䛻䛴䛔䛶䛿௨ୗ䛾䝩䞊䝮䝨䞊䝆䜢ཧ↷䚹

hƩps://www.honda.co.jp/safetyinfo/rehabilitaƟon/

運転復帰までの流れ（熊本県の場合）


